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平成新指定史跡展覧
― 未来へつなぐ福島の遺跡 ―

95
冬の特集展
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先
人
が
築
き
上
げ
、
守
り
伝
え
て
き
た
文
化
遺
産
を
総
称
し
て
文
化

財
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
大
切
に
保
護
し
、
後
世
に
継
承
し

て
い
く
こ
と
は
、
現
代
に
生
き
る
我
々
の
責
務
で
す
。
こ
の
よ
う
な
趣

旨
か
ら
、
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
文
化
財
の
な
か
で
歴
史
上
ま

た
は
学
術
上
価
値
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
遺
跡
を
、
文
化
財
保
護
法
の

規
定
に
よ
っ
て
、
史
跡
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
展
で
は
、
県
内
に
所
在
す
る
国
史
跡
の
う
ち
、
平
成
に

な
っ
て
か
ら
指
定
さ
れ
た
史
跡
を
中
心
に
紹
介
し
、
文
化
財
の
保
護
と

活
用
、
さ
ら
に
は
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

○
史
跡
お
よ
び
出
土
資
料
の
紹
介

　

写
真
パ
ネ
ル
な
ど
で
史
跡
の
現
状
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か

ら
出
土
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
展
示
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
意

義
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
史
跡
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

・
豊
か
な
海
の
幸
に
支
え
ら
れ
た
縄
文
の
ム
ラ―

浦
尻
貝
塚
（
南
相

馬
市　

平
成
一
八
年
指
定
）

　

・
巨
大
な
柱
の
建
物
が
建
っ
て
い
た
縄
文
集
落―

宮
畑
遺
跡
（
福
島

市　

平
成
一
五
年
指
定
）

　

・
姿
を
現
し
た
四
〇
〇
〇
年
前
の
ム
ラ―

和
台
遺
跡
（
福
島
市　

平

成
一
八
年
指
定
）

　

・
古
代
白
河
郡
成
立
前
夜
の
遺
跡
群―

白
河
舟
田
・
本
沼
遺
跡
群（
白

河
市　

平
成
一
七
年
指
定
）

　

・
東
北
地
方
最
大
級
の
前
方
後
方
墳―

大
安
場
古
墳
（
郡
山
市　

平

成
一
二
年
指
定
）

　

・
二
重
の
堀
で
囲
ま
れ
た
豪
族
の
館―

古
屋
敷
遺
跡
（
喜
多
方
市　

平
成
一
二
年
指
定
）

　

・
古
代
磐
城
郡
の
役
所
と
寺―

根
岸
官
衙
遺
跡
群
（
い
わ
き
市　

平

成
一
七
年
指
定
）

　

・
平
安
時
代
末
期
の
城
館
跡―

陣
が
峯
城
跡
（
会
津
坂
下
町　

平
成

白河国造の墓（白河市下総塚古墳）
写真提供：白河市教育委員会

（表紙）復元整備された古墳　（郡山市大安場古墳）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真提供：郡山市教育委員会

伝承の城館跡（会津坂下町陣が峯城跡）
写真提供：会津坂下町教育委員会

平
成
新
指
定
史
跡
展
覧

―
 

未
来
へ
つ
な
ぐ
福
島
の
遺
跡 ―

冬
の
特
集
展

会
期　

平
成
22
年
２
月
13
日（
土
）～
５
月
16
日（
日
）

会
場　

常
設
展
部
門
展
示
室「
考
古
」　　
　
　
　
　



�

一
九
年
指
定
）

　

・
参
勤
交
代
の
道―

下
野
街
道
（
下
郷
町　

平
成
一
四
年
指
定
）

○
史
跡
の
整
備
と
活
用

　

史
跡
整
備
と
活
用
の
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か

を
、
映
像
資
料
な
ど
を
用
い
て
具
体
的
に
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
我
々
の
身
近
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
に
目
を
向
け
、

そ
れ
ら
が
日
本
の
歴
史
上
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
の
か
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

	

（
考
古
担
当　

田
中　

敏
）

◦
展
示
解
説
会
の
日
程

　

二
月
二
七
日（
土
）・
三
月
六
日（
土
）
い
ず
れ
も
考
古
学
講
座
終
了
後

　

三
月
二
七
日（
土
）
午
後
一
時
三
〇
分
～

人体文土器（福島市和台遺跡）
写真提供：福島市教育委員会

郡役所の正殿跡（いわき市根岸遺跡）
写真提供：いわき市教育委員会

豪族の居館跡（喜多方市古屋敷遺跡）
写真提供：喜多方市教育委員会
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秋
の
企
画
展
で
は
、
参
加
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆
さ
ん

に
よ
る
多
彩
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
公
演
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
般
か
ら
子
供
た
ち
ま
で
を
対
象
に

造
形
を
中
心
に
し
た
内
容
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
な
か
な

か
博
物
館
に
来
て
も
ら
え
る
機
会
の
少
な
い
小
学
生
以
下
の

子
供
た
ち
が
大
勢
参
加
し
て
く
れ
て
博
物
館
に
明
る
い
歓
声

が
響
い
た
の
が
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
し
て
く
れ
た
熱
心
な
生
徒
さ
ん
た
ち
の

他
は
、
逆
に
小
中
学
生
の
参
加
者
は
少
な
く
課
題
を
残
し
ま

し
た
。

　

す
べ
て
を
ご
紹
介
す
る
に
は
こ
の
紙
面
は
少
な
く
、
講
師

の
お
名
前
と
講
座
名
を
あ
げ
る
だ
け
で
す
が
、
詳
し
く
は
博

物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「M

aking of 

秋
の
企
画
展
ブ
ロ
グ
」

を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
べ
て
の
関
連
事
業
の

写
真
を
掲
載
し
た
図
録
別
冊
も
刊
行
予
定
で
す
。
こ
ち
ら
も

あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
「
仏
様
は
何
を
着
て
い
た
の
か
な
？
着
て
み
よ
う
＆
見
て

み
よ
う
」

　

講
師　

国
府
由
美
子
さ
ん　

一
〇
月
一
〇
日
（
土
）

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
光
り
の
ら
く
が
き
」

　

講
師　

美
術
家
・
吉
田
重
信
さ
ん　

一
〇
月
一
一
日
（
日
）

○
「
う
ぶ
す
な
ア
ー
ト
ラ
ボ
Ⅰ　

お
面
で
自
分
の
顔
を
変
身

さ
せ
よ
う
！
」

　

講
師　

美
術
家
・
出
町
光
識
さ
ん　

一
〇
月
一
二
日
（
月
・

祝
）

○
「
新
聞
紙
を
丸
め
て
貼
っ
て
子
豚
を
作
ろ
う
」

　

講
師　

美
術
家
・
山
本
伸
樹
さ
ん　

一
〇
月
一
八
日
（
日
）

○
「
縄
文
人
の
家
を
飾
ろ
う　

竪
穴
住
居
に
花
飾
り
」

　

講
師　

美
術
家
・
伊
藤
達
矢
さ
ん

○
「
縄
文
人
の
家
を
飾
ろ
う　

竪
穴
住
居
を
ク
リ
ッ
ピ
ン

グ
」

　

講
師　

美
術
家
・
塩
谷
良
太
さ
ん　

一
〇
月
二
四
日
（
土
）

○
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
つ
く
る
は
に
わ
と
お
も
し
ろ
動
物
」

　

講
師　

美
術
家
・
わ
た
な
べ
あ
ず
さ
さ
ん　

一
一
月
七
日

（
土
）

○
「
う
ぶ
す
な
ア
ー
ト
ラ
ボ
Ⅱ　

目
玉
土
偶
の
お
面
で
博
物

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

館
を
冒
険
し

よ
う
！
」

　

講
師　

美
術

家
・
出
町
光

織
さ
ん　
一
一

月
八
日
（
日
）

○
「
黄
金
発
掘
」

　

講
師　

美
術

家
・
吉
田
重

信
さ
ん　
一
一

月
二
二
日

（
日
）

◎
講
演
会
「
岡

本
太
郎
と
い

う
思
想
」「
館
長
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」

　

講
師　

館
長
・
赤
坂
憲
雄　

一
〇
月
一
七
日
（
土
）

◎
「
山
田
広
野
と
見
る
『
は
じ
め
る
視
点
』
ツ
ア
ー
」

　

出
演　

活
弁
士　

映
画
監
督
・
山
田
広
野
さ
ん
／
着
ぐ
る

み
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト　

し
で
か
す
お
と
も
だ
ち　

一
〇

月
二
五
日
（
土
）

◎
「
大
字
揮
毫　

け
ん
ぱ
く
で
書
く
・
時
間
を
書
く
」

　

講
師　

書
家
・
川
島
大
佳
さ
ん　

一
一
月
一
日
（
日
）

◎
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
」

　

講
師　

出
品
作
家　

一
一
月
二
三
日
（
月
・
祝
）

◎
ア
ン
ケ
ー
ト
ア
ー
ト
「
岡
本
太
郎
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま

す
か
？
」
他

　

講
師　

美
術
家
・
松
本
祐
一
さ
ん　

一
一
月
二
三
日
（
月
・

祝
）

（
美
術
担
当　

川
延　

安
直
）

企
画
展

　
「
岡
本
太
郎
の
博
物
館
・
は
じ
め
る
視
点

　

︱
博
物
館
か
ら
覚
醒
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
︱
」

関
連
事
業

伊藤達矢さん「縄文人の家を飾ろう　竪穴住居に花飾り」

川島大佳さん「大字揮毫　けんぱくで書く・時間を書く」
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Ｑ
：
冬
虫
夏
草
と
は
何
で
す
か

Ａ
：
冬と
う
ち
ゅ
う
か
そ
う

虫
夏
草
と
は
、
セ
ミ
、
ハ
エ
、
カ
メ
ム
シ
、
ト
ン
ボ
、

ハ
チ
、
ア
リ
な
ど
の
昆
虫
や
、
ク
モ
類
や
ダ
ニ
類
な
ど
か
ら

生
ず
る
キ
ノ
コ
を
総
称
し
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
清
の
時
代

の
一
八
世
紀
の
医
学
書
に
そ
の
名
前
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
日

本
で
は
江
戸
時
代
の
一
九
世
紀
の
本ほ
ん
ぞ
う草
書
に
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
冬
虫
夏
草
の
不
思
議
に
つ
い
て
、
日
本
冬
虫
夏
草
の

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

冬
虫
夏
草
は
、
寄
生
し
た
昆
虫
な
ど
か
ら
養
分
を
と
り
、

そ
の
昆
虫
な
ど
の
体
内
で
菌
核
（
菌
糸
の
固
ま
り
）
を
形
成

し
、
昆
虫
な
ど
の
体
を
突
き
破
っ
て
キ
ノ
コ
（
子
実
体
）
を

生
じ
ま
す
。
し
か
し
、
感
染
経
路
や
感
染
後
昆
虫
類
が
死
に

至
る
ま
で
、
さ
ら
に
子
実
体
を
形
成
す
る
ま
で
等
、
自
然
界

に
お
け
る
実
態
は
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

冬
虫
夏
草
と
総
称
さ
れ
る
種
は
、
世
界
的
に
少
な
く
と
も

三
九
〇
種
、
こ
の
う
ち
日
本
国
内
で
約
二
五
〇
種
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
冬
虫
夏
草
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
か

Ａ
：
冬
虫
夏
草
の
研
究
者
故
清
水
大
典
氏
は
、「
冬
虫
夏
草

を
見
つ
け
る
に
は
、
森
の
底
に
し
ゃ
が
み
込
ん
で
姿
勢
を
低

く
し
て
地
面
を
読
み
ま
す
。（
中
略
）
地
べ
た
に
へ
ば
り
つ

い
て
粘
る
。
こ
の
根
性
、
継
続
し
た
忍
耐
が
冬
虫
夏
草
の
発

見
に
つ
な
が
り
ま
す
」と
繰
り
返
し
語
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

冬
虫
夏
草
が
発
生
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
「
坪
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
坪
」
は
、
お
お
む
ね
豊
か
な
生
態
系
を
保
つ

広
葉
樹
の
森
林
で
、
低
海
抜
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。
冬
虫
夏

草
を
見
つ
け
る
に
は
、
こ
の
発
生
条
件
に
見
合
っ
た
場
所
を

定
め
て
、
林
床
に
膝
を
つ
い
て
丹
念
に
地
面
を
見
つ
め
る
こ

と
が
必
要
だ
そ
う
で
す
。

Ｑ
：
冬
虫
夏
草
の
研
究
者
故
清
水
大
典
氏
は
、
ど
の
よ
う
な

人
物
で
す
か

Ａ
：
故
清し
み
ず
だ
い
す
け

水
大
典
氏
の
略
歴
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

一
九
一
五
年
一
二
月
六
日
に
埼
玉
県
秩
父
市
生
ま
れ
、
三

三
年
三
月
に
埼
玉
県
立
秩
父
農
林
学
校
卒
業
。
そ
の
後
、
埼

玉
県
三
峰
高
山
植
物
園
、
東
京
大
学
附
属
小
石
川
植
物
園
、

満
州
国
大
陸
科
学
院
植
物
研
究
室
、
東
京
大
学
附
属
小
石
川

植
物
園
。
さ
ら
に
埼
玉
県
椎
茸
農
協
連
椎
茸
試
験
場
、
財
団

法
人
服
部
植
物
研
究
所
を
経
て
、
山
形
県
米
沢
市
の
職
員
と

な
り
ま
し
た
。
以
後
、
米
沢
市
立
博
物
館
、
白
布
温
泉
熱
帯

植
物
園
、
米
沢
市
立
図
書
館
な
ど
に
勤
務
し
ま
し
た
。
一
九

九
八
年
八
月
一
九
日
に
米
沢
市
で
逝
去
し
ま
し
た
。

Ｑ
：
冬
虫
夏
草
を
調
べ
る
図
鑑
類
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か

Ａ
：
図
書
館
等
に
備
え
ら
れ
て
い
る
図
鑑
類
に
は
、
以
下
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

・
清
水
大
典
著
『
原
色　

冬
虫
夏
草
図
鑑
』（
誠
文
堂
新

光
社
、
一
九
九
四
年
一
二
月
）

　

・
清
水
大
典
著
『
カ
ラ
ー
版　

冬
虫
夏
草
図
鑑
』（
家
の

光
協
会
、
一
九
九
七
年
九
月
）

　

・
日
本
冬
虫
夏
草
の
会
複
製
『
清
水
大
典　

冬
虫
夏
草
原

図
複
製
』（
日
本
冬
虫
夏
草
の
会
発
足
二
〇
周
年
記
念
、

二
〇
〇
〇
年
八
月
）

冬
虫
夏
草

Q
&
A

回
答
者

歴
史
担
当

佐
藤　
洋
一

テ
ー
マ
展
示
「
冬
虫
夏
草―

標
本
と
精
密
画
原
図―

」

　

冬
虫
夏
草
の
標
本
と
故
清
水
大
典
氏
の
精
密
画
原
図
を
展
示

し
て
、
冬
虫
夏
草
の
不
思
議
な
世
界
に
せ
ま
り
ま
す
。

　
　

展
示
協
力　

日
本
冬
虫
夏
草
の
会
山
形
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
代
表　

井
上
晃
一
氏
）

会
期　

平
成
二
二
年
一
月
一
六
日
（
土
）
～
二
月
二
八
日
（
日
）

場
所　

福
島
県
立
博
物
館　

常
設
展
示
室
「
歴
史
・
美
術
」

　
　
　

常
設
展
料
金
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ハチタケ



�

飛
鳥
か
ら
奈
良
・
平
安
へ

―
豪
族
居
館
と
郡
衙
が
語
る
も
の―

横
須
賀
倫
達
・
大
竹
正
浩　
考
古
担
当

　

二
月
一
三
日
か
ら
始
ま
る
冬
の
特
集
展
「
平
成
新
指
定
史
跡
展
覧

　

未
来
へ
つ
な
ぐ
福
島
の
遺
跡
」
で
は
、
平
成
に
な
っ
て
国
指
定
史

跡
と
な
っ
た
遺
跡
を
紹
介
し
ま
す
。
展
示
で
紹
介
す
る
国
指
定
史
跡

は
各
時
代
に
わ
た
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
大
化
の
改
新
を
は
さ
ん

で
律
令
時
代
へ
と
変
化
す
る
時
代
（
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
・
平
安
時

代
）
の
史
跡
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

古
墳
時
代
に
各
地
の
豪
族
が
住
ん
だ
「
豪
族
居
館
」
は
、
特
徴
的

な
張
出
し
付
き
の
堀
で
周
り
を
囲
み
、
堀
の
内
側
に
は
柵
を
巡
ら

せ
、
内
部
に
は
豪
族
の
住
ま
い
、
祭
祀
場
、
倉
庫
、
工
房
な
ど
が
並

ぶ
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
し
た
。
政
治
・
宗
教
・
生
産
を
握
っ
た

権
力
者
の
居
館
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
福
島
県
内
で
も
喜
多
方
市
古
屋
敷
遺
跡
（
五
世
紀
後
半
）
と
白

河
市
舟
田
中
道
遺
跡

（
六
世
紀
後
半
～
七
世

紀
中
頃
）
か
ら
、
特
徴

的
な
張
出
し
付
き
の
堀

が
巡
る
「
豪
族
居
館
」

が
見
つ
か
り
、
国
指
定

史
跡
と
な
っ
て
い
ま

す
。
で
は
、
こ
の
よ
う

な
豪
族
居
館
を
「
古
墳

時
代
型
豪
族
居
館
」
と

呼
ん
で
お
き
ま
す
。

　

い
わ
き
市
の
根
岸
遺

跡
は
律
令
時
代
（
奈

良
・
平
安
時
代
）
の
磐

城
郡
衙
（
郡
役
所
）
と
推
定
さ
れ
る
遺
跡
で
す
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は

七
～
八
世
紀
代
の
四
面
に
庇
の
付
く
大
型
建
物
や
倉
庫
群
が
み
つ
か

り
、
一
角
が
豪
族
の
居
館
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
こ
に
は
特
徴
的
な
張
出
し
付
き
の
堀
や
柵
は
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
居
館
を
「
律
令
時
代
型
豪
族
居
館
」
と
呼

ん
で
お
き
ま
す
。

　

さ
て
、
七
世
紀
初
頭
～
中
頃
、
舟
田
中
道
遺
跡
の
「
古
墳
時
代
型

豪
族
居
館
」
と
根
岸
遺
跡
の
「
律
令
時
代
型
豪
族
居
館
」
は
、
と
も

に
豪
族
が
住
ま
い
、
居
館
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
年
代

は
、
全
国
的
な
前
方
後
円
墳
の
造
営
停
止
か
ら
大
化
の
改
新
へ
と
、

古
墳
時
代
か
ら
律
令
時
代
へ
時
代
が
大
き
く
転
換
し
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
時
代
、
同
時
に
二
つ
の
タ
イ
プ
の
「
豪
族
居
館
」
が
存
在
し

て
い
た
事
実
は
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
古
墳
時
代
の
権
力

基
盤
を
基
に
腰
を
構
え
る
白
河
の
豪
族
、
一
方
い
ち
早
く
中
央
政
府

と
気
脈
を
通
じ
た
磐
城
の
豪
族
、
そ
ん
な
推
定
も
可
能
で
す
。
古
墳

時
代
の
終
末
と
律
令
時
代
の
始
ま
り
、
時
代
の
転
換
期
に
お
け
る
中

央
と
地
方
、
地
域
間
の
関
係
な
ど
、
古
代
史
研
究
の
重
要
な
鍵
を

「
豪
族
居
館
」
は
握
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
横
須
賀
）

　

根
岸
官
衙
遺
跡
群
は
、
古
代
の
磐
城
郡
衙
（
郡
役
所
）
で
あ
る
「
根

岸
遺
跡
」
と
関
連
寺
院
の
「
夏
井
廃
寺
跡
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

官
衙
の
規
模
や
関
連
寺
院
の
建
物
の
配
置
な
ど
を
明
確
に
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
古
代
国
家
の
地
方
支
配
体
制
を

具
体
的
に
示
す
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
と
し
て
平
成
一
七
年
に
国
指
定

の
史
跡
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
根
岸
遺
跡
」
か
ら
は
、
郡
衙
の
中
心
建
物
跡
の
郡
庁
、
税
と
し

て
集
め
た
米
を
納
め
て
お
く
正
倉
群
、
郡
衙
の
造
営
や
運
営
に
関

わ
っ
た
豪
族
の
屋
敷
と
考
え
ら
れ
る
大
き
な
建
物
跡
な
ど
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
郡
庁
で
は
七
世
紀
後
半
ご
ろ
に
四
方
に
廂
の
つ
い

た
正
殿
が
建
て
ら
れ
、
八
世
紀
前
半
ご
ろ
に
正
殿
の
東
西
に
脇
殿
が

建
て
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
は
九
世
紀
ま
で
建
物
が
存
続
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
郡
衙
造
営
前
の
七
世
紀
前
半
か
ら
八
世
紀

半
ば
ま
で
の
豪
族
の
屋
敷
跡
も
見
つ
か
り
、
屋
敷
は
三
回
の
建
て
替

え
が
行
わ
れ
、
そ
の
都
度
に
屋
敷
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

建
物
跡
の
移
り
変
わ
り
な
ど
か
ら
律
令
体
制
が
進
展
し
郡
衙
が
整
備

さ
れ
て
い
く
中
で
、
地
方
豪
族
が
役
人
と
し
て
権
力
を
伸
長
さ
せ
て

い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

遺
跡
内
の
湿
地
か
ら
は
、
税
金
の
米
に
付
け
ら
れ
て
い
た
荷
札
木

簡
や
木
製
の
農
工
具
・
祭
祀
用
の
木
製
品
が
多
数
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
荷
札
木
簡
に
は
、「
飯
野
郷
」・「
玉
造
郷
」・「
判
祀
郷
」
な
ど

の
郷
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
地
名
な
ど
に
「
飯
野
」・「
玉

造
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
郷
名
の
場
所
を
推
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
判
祀
郷
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
地
域
で
ど
こ

に
あ
た
る
か
、
今
の
と
こ
ろ
特
定
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
根
岸
遺
跡
」
の
北
側
に
位
置
す
る
「
夏
井
廃
寺
跡
」
か
ら
は
、
講

堂
・
金
堂
・
塔
・
中
門
な
ど
の
建
物
跡
や
建
物
群
を
区
画
す
る
溝
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
瓦
な
ど
か
ら
七
世
紀
の
終
り
頃
に
寺
院
が
建

立
さ
れ
、一
〇
世
紀
前
半
ご
ろ
に
は
衰
退
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。「
夏
井
廃
寺
跡
」
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
軒
丸
瓦
の
一
つ

に
図
に
示
し
た
「
複
弁
六
葉
蓮
華
文
」
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
タ
イ
プ
の
軒
丸
瓦
は
、
白
河
郡
衙
跡
の
関
和
久
遺
跡
・

関
和
久
上
町
遺
跡
・
白
河
郡
衙
の
関
連
寺
院
の
借
宿
廃
寺
跡
、
安
積

郡
衙
跡
の
郡
山
市
清
水
台
遺
跡
で
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
点
か
ら
福
島
県
南
部
の
郡
衙
や
関
連
寺
院
の
造
営
に
つ
い
て

は
、
同
じ
系
列
の
工
人
集
団
の
活
動
を
う
か
が
う
事
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
根
岸
遺
跡
」・「
夏
井
廃
寺
跡
」
の
北
西
に
位
置
す
る
小

茶
円
遺
跡
か
ら
は
、
一
般
の
集
落
で
は
見
ら
れ
な
い
灰
釉
陶
器
や
緑

釉
陶
器
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
時
期
は
九
～
一
〇
世
紀
に
あ
た
り
ま

す
。「
根
岸
遺
跡
」
が
郡
衙

と
し
て
の
役
割
を
終
え
て
い

く
中
で
、
地
方
の
政
治
体
制

も
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。　
（
大
竹
）

研
究
ノ
ー
ト

夏井廃寺跡から見つかった
複弁六葉蓮華文軒丸瓦
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ト
ピ
ッ
ク
ス

平
成
21
年
度
文
化
庁
美
術
館
・
博
物
館
活
動
基
盤
整
備
支
援
事
業

春
の
企
画
展 

予
告

千
少
庵
と
蒲
生
氏
郷

■
会
期　

平
成
二
二
年
四
月
一
七
日（
土
）～
五
月
三
〇
日（
日
）

【第１回】「F-style の仕事」
ゲスト：五十嵐恵美さん
　　　　星野若菜さん（F-style）
日　時：１月16日（土）13：30～

〈
漆
の
く
に
・
会
津
〉プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

知
力
と
地
力
を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化

　

天
正
一
九
年（
一
五
九
一
）二
月
二
八
日
、
豊
臣
秀
吉
の
怒
り
を
受

け
て
千
利
休
が
死
去
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
千
家
は
存
続
の
危
機
を
迎

え
ま
し
た
。
利
休
の
二
人
の
息
子
の
う
ち
、
道
安
は
飛
騨
や
阿
波
な

ど
に
身
を
潜
め
、
少
庵
は
会
津
の
蒲
生
氏
郷
の
も
と
へ
預
け
ら
れ
ま

し
た
。
氏
郷
は
利
休
七
哲
の
一
人
に
挙
げ
ら
れ
る
茶
人
で
も
あ
り
、

少
庵
を
保
護
し
、
徳
川
家
康
と
秀
吉
へ
の
と
り
な
し
に
尽
力
し
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
に
戻
っ
た
少
庵
は
、
権
力
と
一
定
の
距
離
を

持
っ
て
わ
び
茶
人
に
徹
し
、
利
休
の
茶
の
湯
を
忠
実
に
継
承
し
て
い

き
ま
し
た
。そ
れ
は
現
在
に
続
く
千
家
茶
道
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
利
休
の
茶
の
精
神
や
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
千
少
庵
と

蒲
生
氏
郷
の
茶
の
湯
を
ゆ
か
り
の
品
か
ら
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
会

津
を
治
め
た
蒲
生
氏
郷
と
同
時
代
の
武
将
た
ち
の
足
跡
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
す
。
特
に
表
千
家
、
裏
千
家
の
両
家
元
の
ご
協
力
に
よ
り
可

能
と
な
っ
た
ご
所
蔵
の
貴
重
な
品
々
は
必
見
で
す
。
会
津
で
利
休
・

氏
郷
・
少
庵
ゆ
か
り
の
茶
道
具
を
ご
覧
い
た
だ
く
ま
た
と
な
い
機
会

を
ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
。　
　
　
　
（
美
術
担
当　
小
林
め
ぐ
み
）

主　
　

催
：
福
島
県
立
博
物
館

　
　
　
　
　
茶
道
資
料
館

特
別
協
力
：（
財
）表
千
家
不
審
庵

　
　
　
　
　
（
財
）裏
千
家
今
日
庵

黒楽茶碗　銘　
しころひき

引　長次郎作
千利休・蒲生氏郷所持

裏千家今日庵蔵

岡部昌生
「土の記憶－会津本郷の土－」

会場：酔月窯【風と土の芸術祭2009】

田島征三「絵本と木の実の美術館」
撮影：宮本武典＋瀬野広美【大地の芸術祭2009】

会津の大事な文化資源・漆。
縄文時代から現代までの長い歴史。
漆の木を育て、液を掻き、木地を挽き、塗り、装飾してきた伝統の技。
何世代にも渡り使い続けてきた暮らしの美。
会津の、そして日本の漆文化を未来につなぐために
地域の文化資源を活用して地域の活性化を行っている取り組みを、
４組のゲストにご紹介いただきます。
各回とも聞き手は、赤坂館長。どうぞご来場ください。

＊各回とも入場無料、会場は講堂。

【第２回】「会津の地力」
ゲスト：渡邉晃一氏（福島大学准教授）
　　　　山形洋一氏（前喜多方市美術館館長）
日　時：２月19日（金）15：00～

【第３回】「越後妻有とアートの力」
ゲスト：北川フラムさん
　　　　（越後妻有大地の芸術祭総合ディレクター）
日　時：２月20日（土）13：30～

シナ織のバッグ



　
「
平
成
新
指
定
史
跡
展
覧―

未
来
へ
つ
な
ぐ
福
島
の
遺
跡―

」

　

会
期　

２
月
13
日
（
土
）
～
５
月
16
日
（
日
）

　
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
！
平
島
松
尾

―

明
治
ふ
く
し
ま
新
聞
創
刊
の
パ
イ
オ
ニ
ア―

」

　

会
期　

平
成
21
年
11
月
28
日（
土
）～
平
成
22
年
１
月
11
日（
月
）

　
「
冬
虫
夏
草―

標
本
と
精
密
画
原
図―

」

　

会
期　

１
月
16
日（
土
）～
２
月
28
日（
日
）

　
「
絵
で
見
る
歳
時
記―

四
季
の
楽
し
み―

」

　

会
期　

３
月
６
日（
土
）～
４
月
11
日（
日
）

　
「
縄
文
の
匠　

荒
屋
敷
」

　

会
期　

平
成
21
年
４
月
21
日（
火
）～
平
成
22
年
３
月
31
日（
水
）

　
「
玉
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」

　

会
期　

平
成
21
年
７
月
22
日（
水
）～
平
成
22
年
３
月
31
日（
水
）

　
「
古
代
の
鉄
生
産
」

　

会
期　

平
成
21
年
９
月
15
日（
火
）～
平
成
22
年
３
月
31
日（
水
）

　
「
紙
漉
き
」

　

会
期　

平
成
21
年
12
月
19
日（
土
）～
平
成
22
年
３
月
31
日（
水
）

　
「
け
ん
ぱ
く　

小
さ
な
ひ
な
祭
り
」

　

会
期　

２
月
６
日（
土
）～
４
月
４
日（
日
）

○
文
化
庁
美
術
館
・
博
物
館
活
動
基
盤
整
備
支
援
事
業

　
「〈
漆
の
く
に
・
会
津
〉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　

知
力
と
地
力
を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
１

Ｆ―

ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
の
仕
事
」

　

講
師　

Ｆ―

ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
（
伝
統
産
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）

五
十
嵐
恵
美
さ
ん

星
野　

若
菜
さ
ん

　

聞
き
手　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　

会
場　
　

講
堂

　

日
時　
　

１
月
16
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

　
「〈
漆
の
く
に
・
会
津
〉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

知
力
と
地
力
を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
２　

会
津
の
地
力
」

　

講
師　

福
島
大
学
准
教
授　

渡
邊
晃
一
さ
ん

　
　
　
　

前
喜
多
方
市
美
術
館
館
長　

山
形
洋
一
さ
ん

　

聞
き
手　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　

会
場　
　

講
堂

　

日
時　
　

２
月
19
日（
金
）15
時
～
17
時

　
「〈
漆
の
く
に
・
会
津
〉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　

知
力
と
地
力
を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
３

　

越
後
妻
有
と
ア
ー
ト
の
力
」

　

講
師　

越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー北

川
フ
ラ
ム

　

聞
き
手　

館
長　

赤
坂
憲
雄

　

会
場　
　

講
堂

　

日
時　
　

２
月
20
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

　

第
10
回
「『
会
津
農
書
』
と
村
人
た
ち

―

会
津
幕
内
の
村
落
風
景―

」

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄　
　

学
芸
員　

佐
々
木
長
生

　

日
時　

１
月
７
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

　

第
11
回
「『
会
津
農
書
』
の
技
術
と
村

―
近
世
の
農
業
技
術
と
村
形
成―

」

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄　
　

学
芸
員　

佐
々
木
長
生

　

日
時　

２
月
４
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

　

第
12
回
「『
会
津
農
書
』
と
会
津
の
三
泣
き

―

会
津
の
地
域
性
と
民
俗―

」

　

講
師　

館
長　

赤
坂
憲
雄　
　

学
芸
員　

佐
々
木
長
生

　

日
時　

３
月
４
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

　

○
考
古
学
講
座

　

※
「
モ
ノ
で
学
ぶ
考
古
学
１
」

　

講
師　

学
芸
課
長　

藤
原
妃
敏

　

日
時　

１
月
23
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時　

実
習
室

　

※
「
モ
ノ
で
学
ぶ
考
古
学
２
」

　

講
師　

学
芸
員　

田
中　

敏

　

日
時　

１
月
30
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時　

実
習
室

　

※
「
モ
ノ
で
学
ぶ
考
古
学
３
」

　

講
師　

学
芸
員　

森　

幸
彦

　

日
時　

２
月
６
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時　

実
習
室

　

※
「
モ
ノ
で
学
ぶ
考
古
学
４
」

　

講
師　

学
芸
員　

横
須
賀
倫
達

　

日
時　

２
月
27
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時　

実
習
室

　

※
「
モ
ノ
で
学
ぶ
考
古
学
５
」

　

講
師　

学
芸
員　

大
竹
正
浩

　

日
時　

３
月
６
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時　

実
習
室

○
民
俗
講
座

　
「
学
芸
員
佐
々
木
長
生
と
民
俗
を
語
る
３

ふ
く
し
ま　

市
の
世
界
」

　

講
師　

福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館　
大
山
孝
正
さ
ん

　
　
　
　

学
芸
員　
佐
々
木
長
生

　

日
時　

１
月
９
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時　

視
聴
覚
室

　
「
学
芸
員
佐
々
木
長
生
と
民
俗
を
語
る
４

　

奥
会
津　

山
村
の
暮
ら
し
と
民
俗
」

　

講
師　

学
芸
員　

鈴
木
克
彦　

佐
々
木
長
生

　

日
時　

２
月
13
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時　

視
聴
覚
室

　
「
学
芸
員
佐
々
木
長
生
と
民
俗
を
語
る
５

ふ
く
し
ま　

火
伏
せ
事
情
事
始
」

　

講
師　

学
芸
員　

榎　

陽
介　

佐
々
木
長
生

　

日
時　

３
月
13
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時　

視
聴
覚
室

　

※
「
で
ん
で
ん
太
鼓
を
つ
く
ろ
う
」

　

講
師　

展
示
解
説
員　

渡
邊　

芙
美　

ほ
か

　

日
時　

３
月
22
日（
月
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

＊
展
示
解
説
員
に
よ
る
常
設
展
総
合
展
示
の
案
内
で
す
。

　

＊
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日
の
11
時
と
14
時
か
ら
30
分
ほ
ど
行
い
ま

す
。

　

１
月　

１
日（
金
）・
２
日（
土
）・
３
日（
日
）・
４
日（
月
）

　
　
　
　

12
日（
火
）・
18
日（
月
）・
25
日（
月
）

　

２
月　

８
日（
月
）・
12
日（
金
）・
15
日（
月
）・
22
日（
月
）

　

３
月　

１
日（
月
）・
８
日（
月
）・
15
日（
月
）・
23
日（
火
）

　
　
　
　

29
日（
月
）

＊
要
申
込
の
行
事
は
基
本
的
に
開
催
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
募
集
を
開
始
し

ま
す
が
、
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
月
行
事
予
定
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

リサイクル適正		A

ポ
イ
ン
ト
展

	

※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
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の
世
界

	

場
所　

講
堂

講
演
・
講
座

	

※
は
要
申
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や
さ
し
い
展
示
解
説

１
月
～
３
月
の
休
館
日

テ
ー
マ
展

	

※
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

体
験
講
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は
要
申
込


